
第１回横浜市市有建物を活用した障害者雇用創出・就労啓発事業における運営事業者選定委員会 議事録 

日時 平成 29年２月８日（水） 14時 30分～17時 00分 

場所 横浜市浦舟地域ケアプラザ 

出席者 松為委員長、影山委員、清原委員、玉置委員、森委員、荒井委員 

欠席者 なし 

開催形態   

議題 １ 委員長の選出につい 

２ 事業概要について 

（１）横浜市の障害者就労支援施策について 

（２）横浜市市有建物を活用した障害者雇用創出・就労啓発事業にかかる運営事業者公募について 

３ 議事   

（１） 募集要領の内容について 

（２） 運営事業者の選定方法について 

決定事項 ・推薦により、松為委員を委員長として、選出。 

・募集要領案については、各委員の本日の質疑や意見を踏まえて事務局が訂正し、再度案を各委員

に送付し、全委員の了承を得た上で、確定とする。 

議題 １ 事業概要について 

（１）横浜市の障害者就労支援施策について 

【事務局】（資料１にそって説明） 

市の施策では、中期４か年計画がある。その中で、障害者の就労支援及び雇用促進を掲げている。

第３期障害者プランでもテーマ５として「働く、活動する、余暇を楽しむ」というテーマがあり、

その中に障害者の就労支援施策の１つとして、企業等に対する障害者雇用の啓発を掲げている。具

体的に市が行う障害者就労支援施策は、３本柱。一つ目は、就労支援センター事業。二つ目は、共

同受注・優先調達推進事業で、よこはま障害者共同受注総合センターを運営。企業から障害者施設

へ発注のある仕事を調整する窓口の役割を担っている。就労支援センター事業が一般就労、共同受

注・優先調達推進事業が福祉的就労に対する支援。三つ目の障害者就労啓発事業については、一般

就労・福祉的就労含めて様々な就労啓発を行っていく。一般就労・福祉的就労含めてもっと働くと

いうことを出していかなければならないので、障害者就労啓発事業を行っている。その中の１つと

して、公共施設活用事業がある。 

 

（２）横浜市市有建物を活用した障害者雇用創出・就労啓発事業にかかる運営事業者公募について 

【事務局】（資料２にそって説明） 

本件は、10年前にも選定委員会を行って事業者を募った経緯がある。当時は選定委員会を独自に

設けて選定したが、その後、附属機関、つまり条例に基づいた機関で選定することになった。来年

度で契約が満了することもあり、そのタイミングで選定を行うこととした。 

条例に基づく組織として、障害者施策推進協議会がで選定を行う。ただし、施策推進協議会では

専門的な議論が困難なため、下部組織として選定委員会を設置する。選定委員会では、候補者を決

める。その候補者を協議会に諮り、決定する。委員会開催期間は 28年度から 29年度。 

スケジュールでは、10 月の施策推進協議会で下部組織としての選定委員会を設置することを承認

してもらっており、本日が第１回目の選定委員会となる。本日議論した上で公募を開始、２月～３



月に見学会・説明会開催、応募者からの質問対応、質問への回答はホームページに一覧として載せ

る予定。４月応募締切、５月に第２回委員会開催で候補者選定、６月の施策推進協議会で決定する。 

【影山委員】 

新規事業者に決定した場合、設備改修は誰が費用を持つのか。 

【事務局】 

事業者が負担する。 

 

 

２ 議事 

（１）募集要領の内容について、（２）運営事業者の選定方法について 

【事務局】（資料３にそって説明） 

【影山委員】施設は事業者の区分は分かれていると思うが、公共料金のメーターは区別されている

か。電気や水道のメーターはわかるのか。 

【事務局】わかる。 

【影山委員】修繕費についてだが、いくら以上は市が負担するなどはあるのか。 

大規模修繕の金額は決まっているか。 

【事務局】具体的な金額はない。建物の躯体等に関わる全体的な修繕では話が変わってくるが、原

則は運営事業者が負担する。 

【森委員】第２回委員会でプレゼンしてもらうのか？ 

【事務局】その通り。プレゼンが終わった後、採点してもらい、その場で集計する。複数の応募者

の場合には、合計点でみて、その場で候補者を決める。長時間かかる場合もある。 

【森委員】いつ公募開始するのか。 

【事務局】明記していないが、２月中にとしている。議論の状況によると思われる。見学会の前に

は公にする。あと１週間から２週間で決められればと思っている。 

【森委員】見学会までに何をするのか。 

【事務局】募集要領を作り、ホームページで公開する。 

【森委員】事業計画書なども含めてか。 

【事務局】その予定でいる。 

【玉置委員】前回は何社応募したのか。 

【事務局】１社のみ。説明会には複数社来ていた。 

【玉置委員】今の運営事業者は知的障害者雇用が中心なのか？ 

【事務局】そうだ。スタッフで身体障害者がいる。 

（その他、募集要領案及び選定方法について意見あり。） 

【松為委員長】第１回目の会を終了するが、第２回目の開催にあたりメールでのやり取りで委員に

は苦労を掛けると思われるが、尽力をお願いする。時間になったので、これで閉会とする。 

 

 

３ その他 

【事務局】次回の日程は４月から５月を予定している。異動等もあると思われるのでその時は個別

に対応する。 

 


